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研究成果の概要（和文）：本研究は、オリンピックアスリートを対象としたモチベーションビデオの効果を検証
したものである。介入研究を行う前に、オリンピックアスリートに対して、モチベーションビデオの構成要素並
びにモチベーションビデオの期待する効果についてインタビュー調査を行った。その結果、先行研究とは異なる
効果の期待として「イメージ能力」の向上が明らかになった。そのため、先行研究で使用した尺度にイメージ能
力の項目を追加して、モチベーションビデオの介入研究を行った。介入研究の結果、オリンピックの舞台であっ
ても、先行研究と同様の効果が得られ、アスリートのパフォーマンス発揮に大いに寄与することが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：This study examines the effectiveness of the motivation video for the 
Olympic athlete. Before conducting intervention studies, we conducted an interview survey on the 
Olympic athlete about the components of the motivation video and the expected effect of the 
motivation video. As a result, improvement of "image ability" was revealed as expectation of effect 
different from previous research. For that purpose, we added an item of image ability to the scale 
used in previous research and conducted an intervention study on motivation video. As a result of 
the intervention study, even on the stage of the Olympic Games, it was found that the same effect as
 the previous research was obtained and it greatly contributed to the athlete 's performance 
demonstration.

研究分野： スポーツ心理学

キーワード： オリンピックアスリート　iPad mini　質的アプローチ　量的アプローチ　PCI forモチベーションビデ
オ　主観的満足感　実力発揮度　モチベーションビデオの主観的有効性
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１．研究開始当初の背景 
	 従来のモチベーションビデオの先行研究で
は，一般のアスリート（大学生・社会人）を対
象とした研究が多く，トップアスリートを対
象とした研究はほとんど皆無であった．その
ため，これまでのモチベーションビデオの先
行研究で明らかになっている知見を応用し，
1) 先行研究と同様の効果がトップアスリー
トでも確認できるのか，2) 先行研究と同様の
モチベーションビデオの作成方法で効果が得
られるのか，それともトップアスリート特有
の作成方法があるのか，を検討していくこと
が必要である．この検討が日本のスポーツ界
のサポート活動の発展に寄与すると考えたた
めである． 
 
２．研究の目的 
	 従来のモチベーションビデオを用いた研究
は，PCを利用して映像視聴を行い，その心理
的側面への効果およびパフォーマンス側面へ
の効果を検討してきた．近年では，科学技術
の発達により，iPadといった携帯情報端末が
普及しており，小型ながら鮮明な映像を視聴
することが可能になっている．そこで，本申
請研究では，最新の携帯情報端末に着目し，
より簡便なモチベーションビデオの視聴を提
供することによる心理的側面およびパフォー
マンス側面への効果について実証研究と実践
研究から検証し，競技現場におけるパフォー
マンス向上のためのサポートツールを提供す
るとともに，運動・スポーツ指導の発展に寄
与することを企図するものである． 
 
３．研究の方法 
	 モチベーションビデオの個別性に対応しな
がら，モチベーションビデオの作成方略およ
び心理的側面，パフォーマンス側面への効果
を科学的に実証するための評価方法を開発し，
これに基づく実践研究について，小型携帯情
報端末を用いて検証を行った．	
	
1)調査対象と調査時期 
	 調査対象は 2016 年リオデジャネイロオリ
ンピックに出場する日本選手 6名	 (平均年齢
23.8±3.42 歳，平均競技年数 17.0±4.36 年)
であった．調査時期は，2016 年 4 月–8 月であ
った．	
	
2)調査内容 
・インタビュー調査	
モチベーションビデオの要素と予測される効
果を検討することを目的に行った．		
	
・モチベーションビデオの介入調査	
	 モチベーションビデオの視聴前後において，
心理的効果を検証するために，PCI	for	モチ
ベーションビデオを実施した．	
	
	
	

3)モチベーションビデオの作成方法ならびに構
成映像の検討 
	 オリンピックアスリートを対象としたイン
タビュー調査を行い，モチベーションビデオ
に期待する効果とモチベーションビデオの構
成映像について調査を行った．インタビュー
調査においては，アスリートの同意が得られ
たもののみを対象とし，非常にタイトな合宿
日程の合間を使って行ったため，約 20-30 分
の半構造化インタビューを行った．インタビ
ュー調査から得られたデータについては，逐
語録を作成し，意味のある単語ごとに切り分
けて，KJ 法を用いて文類を行った．分類を行
う際には，スポーツ心理学を専攻する教員と
学生 6 名でコンセンサスが得られるまで議論
した.	
	
4) モチベーションビデオの効果検証 
	 オリンピックアスリートに対して，リオデ
ジャネイロオリンピックの地でモチベーショ
ンビデオを提供し，視聴後の効果について心
理的側面及びパフォーマンス側面から検討を
行った．モチベーションビデオの介入調査に
ついては，上記インタビュー調査の結果をも
とに，モチベーションビデオの構成要素を選
定し，その要素が入るように研究者が編集を
行った．モチベーションビデオの要素につい
ては，2015 年 8 月–2016 年 7 月までに素材映
像を収集した．これらの映像を用いて，モチ
ベーションビデオを作製した．モチベーショ
ンビデオはリオデジャネイロオリンピックの
開会式前に，対象選手に渡し，モチベーショ
ンビデオの視聴タイミングについては，選手
のタイミングに任せることにした．これまで
の先行研究のタイミングとは異なる視聴方法
ではあるが，予備調査の時点で選手から視聴
するタイミングについては，自己判断したい
との意見が多数あげられたため，タイミング
については選手の視聴タイミングに任せるこ
とにした．加えて，回数についても，選手に任
せることとした．心理的側面の調査について
は，モチベーションビデオ視聴前後で PCI	for	
モチベーションビデオを実施した．	
	
４．研究成果	
1) モチベーションビデオの作成方法ならびに構
成映像の検討 
	 インタビュー調査の結果から，モチベーシ
ョンビデオの要素となるもの 9分類	(83 語)，
モチベーションビデオの効果といえるもの 5
分類	(57 語)	が抽出された．この結果をもと
にモチベーションビデオを構成し，オリンピ
ックの試合前に視聴させることとした．また，
このインタビュー調査の結果から，モチベー
ションビデオの効果といえるものの中に「イ
メージ」という分類ができたため，本来想定
していた心理的測定尺度である PCI	for	モチ
ベーションビデオに加えて，村上ら	 (2010)	
の作成した心理技法活用尺度の中からイメー
ジ因子 4項目を追加した．	



表１	 モチベーションビデオの要素	

	
表 2	 モチベーションビデオに期待する効果 

	
2) モチベーションビデオの効果検証 
	モチベーションビデオの介入調査	 (心理的
側面)	への効果は以下の Fig1 の通りである．
対象者の平均値の変化をグラフにしたもので
ある．	
	

	また，パフォーマンスの評価として，オリン
ピックアスリートであることから，パフォー
マンス評価を客観的にすることよりも，主観
的に評価をした方が，アスリートの成長につ
ながると考え，オリンピックゲームに対する
満足感，実力発揮度，モチベーションビデオ
の役立ち度について 0-100 点の範囲で回答さ
せた．その結果，オリンピックゲームの結果
に依存するものとなったが，モチベーション
ビデオの役立ち度については，満足感や実力
発揮度の評価とは異なり，高い得点を示して
いる選手が多かった	(Fig2-Fig4)．	
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	本研究は，オリンピックアスリートに対して，
オリンピックの地でモチベーションビデオの
介入調査を行い，その結果をまとめたもので
ある．データ自体はオリンピックアスリート
のデータであるため，非常に貴重なデータで
あり，本研究のオリジナリティともいえる．
しかしながら，分析を進めて行っていく中で，
モチベーションビデオの効果を多面的に検討
していく必要があるのかもしれない．本研究
では，対象サンプル数が少なかったことから，
統計的分析を行っていないが，少人数であっ
ても，統計的分析を行うことで，どの心理変
数に効果があったのかがより明らかになるだ
ろう．また，本研究では，モチベーションビデ
オを視聴することによる心理的変数への効果
を検証した研究となる．しかしながら，オリ
ンピックといった国を代表して戦う大会にな
ると，結果	(勝敗)	を求められることになる．
こういった大会を対象とした研究をする場合
には，心理的側面のみといった心理面のみに
焦点を当てるのではなく，勝敗，アスリート
の実力発揮度といった指標も併せて分析をす
る必要があるだろう．多くのメンタルトレー
ニングの実践研究では，パフォーマンスをい
かに評価するのかが，重要な課題である．山
﨑ら	(2009)	や山﨑	(2011)	の論文では，バ
ドミントンという対人競技を対象にしながら
も，試合時の成功ショット率を算出すること
で，相手の能力をできるだけ排除したパフォ
ーマンス評価を行っている．こうした研究を
参考にしながら，各競技におけるパフォーマ
ンス指標を規定することができれば，心理的
なサポートがパフォーマンスにいかに寄与し
たのかということが分析できるようになるの
ではないだろうか．	
	 一方，モチベーションビデオ研究において
は，メカニズムがまだ明らかになっていない
ことが指摘されている．山﨑	(2011)	による
と，モチベーションビデオを視聴することが，

心理的側面を高め，パフォーマンスを向上さ
せるという仮説のもとに，分析をおこなって
いるが，仮説のような結果は得られなかった．
そこで，本研究で新たに上がってきた「イメ
ージ」がどのようにこのモチベーションビデ
オを視聴することのメカニズムとどのような
関係性があるのかについて検討することは，
モチベーションビデオ研究をさらに発展させ
る可能性がある．	
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